
横浜災害ボランティアネットワーク会議 

令和２年度事業報告 
 

 

【令和２年度重点取組項目】 
 〇「横浜市災害ボランティア支援センター設置・運営マニュアル」改訂 

 

「横浜市災害ボランティア支援センター設置・運営マニュアル」（第３版）の 

改訂に向けて、運営委員会において内容を検討しました。 

 

【令和２年度 実施事業】 
 

１ 横浜市災害ボランティア支援センター（以下市災ボラ支援センター）の組織体制の構築 
 

 （１）「横浜市災害ボランティア支援センター設置・運営マニュアル」の改訂 

     横浜市市民局および横浜市社会福祉協議会と連携し内容の見直しを行いました。 

（第１号議案にて議案提出） 

（２）市災ボラ支援センター訓練の実施 

新型コロナウイルス感染症の影響により訓練は中止しました。 

 （３）市域団体との連携強化 

      「横浜市災害ボランティア支援センター設置・運営マニュアル」に反映すべく、連携に

向けた体制づくりのために、市域団体と災害時の枠有について検討を行いました。 

 （４）市災ボラ支援センターに備蓄している食品について、消費期限に応じ入替を行いました。 

 

２ 区災害ボランティアネットワーク（以下「区災ボラネット」）の支援              

（１）区災ボラネット連絡会の開催 

今年度ブロック会議の開催はありませんでした。 

 

 （２）ブロック別連絡会助成金の実施 

     今年度は、ブロック別連絡会助成への申請はありませんでした。 

 

 （３）各区災ボラネット活動情報のとりまとめ 

     各団体の計画など各区災ボラネットの活動情報について集約し、他区と情報共有を行い 

ました。 

 

【横浜災害ボランティアネットワーク会議基本方針】 
１ 横浜市災害ボランティア支援センターの組織体制の構築 

２ 区災害ボランティアネットワークの支援 

３ 各機関との連携強化 

４ 災害時のボランティア活動啓発 

５ 災害情報等の収集・提供及び情報システムの構築 

６ 横浜災害ボランティアネットワーク会議の組織体制の強化 



３ 各機関との連携強化                                      

（１）横浜市防災計画の推進をはかるべく、横浜市（市民局・総務局・健康福祉局等）と連携し   

市及び区との協定書・マニュアルの整備や資機材の配備等支援を行うとともに、災害時を想定

した連絡体制の構築を行いました。 

（２）市域を超えた連携強化のため、NPO法人神奈川災害ボランティアネットワークをはじめ、全

国的なネットワーク団体、県・他都市社協等との連携を図りました。 

 

４ 災害時のボランティア活動啓発                                

     新型コロナウイルス感染症により、総会を書面審議としました。研修会等で会員が集合す 

ることを避けた結果、啓発を目的とした研修会の実施に至りませんでした。 

 

（１）「311祈りの汽笛」 

東日本大震災から10年が経過しました。東日本大震災犠牲者の霊を追悼し、災害の記憶を 

語り継ぐため、帆船日本丸周辺・大桟橋・山下公園周辺にて黙とうを市民に呼びかけを行い

ました。 

 

（２）震災対策技術展出展 

横浜災害ボランティアネットワーク会議の周知啓発を行うため参加しました。 

   

日程：令和３年３月１７日～１８日（２日間出展）※１６日前日搬入 

 運営委員：７名参加 

     

５ 災害情報等の収集・提供および情報システムの構築                        

（１）団体会員に向けて情報発信のアンケートを実施 

Web上での各団体の情報発信方法や頻度、日頃の活動状況、災害時の対応など会員間で情報

共有するためアンケートを実施しました。 

 

６ 横浜災害ボランティアネットワーク会議の組織体制の強化                    

（１）運営委員会のオンライン実施 

新型コロナウイルス感染症対策及び発災時に参集できない想定を兼ねて運営委員会を完全 

オンラインにて開催しました。 

 

７ その他 

 （１）令和２年度 総会 

   新型コロナウィルス感染症の影響を受け、書面審議にて実施しました。 

  ア）書面表決提出数：52(会員数 92) 

  イ）各議題承認 

    第１号議案：承認 52 不承認０ 

    第２号議案：承認 52 不承認０ 

    第３号議案：承認 52 不承認０ 

    第４号議案：承認 52 不承認０ 

 



ウ）ご意見等 

特になし 

エ）結果 

書面決議を行った結果、全ての議題について過半数以上の賛同が得られたため、提案の 

とおり承認されました。 

 

 （２）横浜市街ボランティアネットワーク会議運営委員会・実行委員会 

    運営委員：19名（別添運営委員名簿参照） 

    

   ア）運営委員会 

日程と 

主な議題 

第１回 令和２年６月19日（金） 

 ・令和２年度総会について 

 ・災害備蓄について 等 

第２回 令和２年11月11日（水） 

 ・令和２年度の事業計画について 

 ・風水害における横浜市災害ボランティア支援センター設置の 

考え方について 等 

第３回 令和２年12月16日（水） 

 ・マニュアル（案）について 

・研修会の実施について 等 

第４回 令和３年１月18日（月）  

 ・横浜市防災計画の修正について  

 ・広報活動について 等 

第５回 令和３年２月25日（木） 

 ・マニュアル（案）について 

・３月11日の企画について 等 

 

※第３回以降は完全オンライン会議にて実施しました 

    

イ）市域連絡会班 

  令和３年１月１５日（金） マニュアルの見直し内容について（意見交換） 

 

ウ）広報情報班 

  令和２年11月22日（火） 

令和２年12月13日（火） 

令和３年２月24日（水） 

令和３年３月４日（木） 

 

エ）区災ボラ連携班 

  未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員アンケートの実施について 



横浜災害ボランティアネットワーク会議 運営委員(団体) 

令和２年度 

 

所属 氏名 

公益財団法人横浜ＹＭＣＡ 山添 訓 

ガールスカウト横浜市連絡協議会 外山 薫・梅田 啓子 

公益社団法人横浜市身体障害者団体連合会 井上 彰 

鶴見区災害ボランティアネットワーク 河西 英彦 

南区災害ボランティアネットワーク 髙松 清美・山片 悟 

港南区災害ボランティアネットワーク 井出 恵章 

保土ケ谷区災害ボランティアネットワーク 川名 秀明 

磯子区災害ボランティアネットワーク 和田 實 

金沢区災害ボランティアネットワーク 石原 秀樹 

港北区災害ボランティア連絡会 宇田川 規夫 

とつか災害救援活動ネットワーク 宮川 靖司 

泉区災害ボランティア連絡会 乾 英昭 

瀬谷区災害ボランティアネットワーク 篠 康房 

認定NPO法人かながわ311ネットワーク 伊藤 朋子 

神奈川災害ボランティアステーション 鈴木 幸一 

青葉区災害ボランティア連絡会 竹下 暸・小池 由美 

横浜栄・防災ボランティアネットワーク 竹内 康生 

認定NPO法人市民セクターよこはま 吉原 明香 

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会 ※事務局 

順不同・敬称略 

事務局：社会福祉法人  横浜市社会福祉協議会 

オブザーバー：横浜市市民局市民協働推進課 


